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Attempt to use a butterfly, Argyreus hyperbius as a teaching 
material of Life Environmental Studies (Seikatsuka) and 
Natural Science of elementary school education: a case study 
































































































































































































































































































めて長崎で発見し，命名したとされるナガサキアゲハ（Papilio memnon Linnaeus, 
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1758）はかつて，九州四国でしか生息しない亜熱帯の珍蝶であったが，今は名古屋市
内で普通に見られるようになった（北原正彦，入來正躬，清水剛 2001）。大型の大変
美しいアゲハチョウである。それ以外にもコノマチョウ，ムラサキツバメなど南方系
の蝶は名古屋市では普通になっている。キャベツなどの農作物の耕作地が少なく，庭
木にパンジーやビオラを植える家庭が多い都市部では，もっともよく見られるのがツ
マグロヒョウモンであり，モンシロチョウより多く見られる普通種になった。
　今回の実践では，地球温暖化につなげる実践として，２年生という発達段階からや
や難解であったが，他の昆虫やツマグロヒョウモンの飼育観察をきっかけにして大き
な環境変化の課題について目を向けさせることで，モンシロチョウなど特定の教材を
素材にとらわれることなくよりよい教材を発掘し，子どもの主体的な学びを大切にし
ながら実践を進めていきたい。
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